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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一又は複数の貯留槽と洗浄槽とを備え、洗浄槽には、水よりも比重の大きい非水系溶剤
と水とを収納することにより、洗浄槽内の非水系溶剤の液面を水の層にて被覆し非水系溶
剤の無駄な蒸発を防止可能とする一方、被洗浄物を非水系溶剤の液内に移動させて浸漬す
るとともに、この浸漬完了に伴って被洗浄物を非水系溶剤内から液面よりも上方に移動さ
せる液洗浄時には、洗浄槽内の水をオーバーフローさせて貯留槽に移送することにより、
洗浄槽内の非水系溶剤の液面を露出させて水分が被洗浄物に付着することがないことを特
徴とする洗浄装置。
【請求項２】
　洗浄槽は、内部に水及び非水系溶剤を収納した状態で、貯留槽に収納した非水系溶剤を
移送手段にて洗浄槽に移送することにより、洗浄槽内の水をオーバーフローにより貯留槽
内に移送可能とするとともに、貯留槽は、内部に水及び非水系溶剤を収納した状態で、洗
浄槽に収納した非水系溶剤を移送手段にて貯留槽に移送することにより、貯留槽内の水を
オーバーフローにより洗浄槽内に移送可能とすることを特徴とする請求項１の洗浄装置。
【請求項３】
　水は、純水であることを特徴とする請求項１、または２の洗浄装置。
【請求項４】
　水は、冷却手段によって非水系溶剤の沸点以下に冷却したことを特徴とする請求項１、
２、または３の洗浄装置。



(2) JP 6063005 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機械部品、電子部品、医療機器等の被洗浄物を洗浄する洗浄装置に係るもの
であって、被洗浄物の浸漬洗浄及び蒸気洗浄において洗浄溶剤の大気への拡散を防止して
環境負荷を減少するとともに、洗浄溶剤の消耗を減少して洗浄コストを低減可能とする洗
浄装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－４７８７９号公報
【特許文献２】特開平６－３２８０５２号公報
【０００４】
　従来より、洗浄溶剤として使用されてきたフロン１１３等が、オゾン層の破壊防止と温
暖化防止のために１９９５年に世界的に生産全廃となった。それ以後、フロン代替溶剤が
各種開発されているが、このようなものの中には、沸点が低いため蒸発によるロスが大き
い溶剤や、キロ当たりの単価が高価な溶剤が多く、コストが高くつくことが問題となって
いた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで従来より、特許文献１に示す如く洗浄溶剤の表面を水で被覆することによって洗
浄溶剤の蒸発を抑え、洗浄溶剤の使用コストを低減しようとする方法が知られている。し
かし、液面を水で被覆した洗浄溶剤中に被洗浄物を浸漬して浸漬洗浄を行った場合には、
被洗浄物に水分が付着するものとなることから、シミ等の問題が生じるものとなる。また
、このような洗浄の際の水分の付着を防止するためには、特許文献２に示す如く洗浄溶剤
から水分を取り除くための水分分離装置のような特別な手段を必要とするものであった。
【０００６】
　そこで、本願発明は上述の如き課題を解決しようとするものであって、洗浄溶剤の液面
を水で被覆することにより洗浄溶剤からの洗浄蒸気の発生を抑制可能とするとともに、被
洗浄物への水分の付着を、高いコストをかけることなく防止可能とする洗浄装置を得よう
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明は上述の如き課題を解決するため、一又は複数の貯留槽と洗浄槽とを備え、洗
浄槽には、水よりも比重の大きい非水系溶剤と水とを収納することにより、洗浄槽内の非
水系溶剤の液面を水の層にて被覆可能とするものである。水よりも比重の大きい非水系溶
剤と水とを貯留槽や洗浄槽に収納した場合には、非水系溶剤と水とが分離して非水系溶剤
の層が下側に位置し、水の層がこの非水系溶剤の層の上側に位置するものとなる。そのた
め、貯留槽及び洗浄槽内の非水系溶剤の液面を水の層によって完全に被覆されるため、こ
の水の層によって非洗浄時における非水系溶剤の無駄な蒸発を防ぐことができる。
【０００８】
　このような水の層によって非水系溶剤の無駄な蒸発を防ぐことができるということを実
証するために、非水系溶剤の蒸発に関する実験を行った。まず、非水系溶剤としてHFE(商
品名:Novec7100/スリーエムジャパン株式会社)を用いるとともに、この非水系溶剤を２つ
のガラス容器に97.9ｇずつ入れた。また、このうちの一方のガラス容器には、更に水を15
.1g添加した。このように非水系溶剤に水を添加することにより、一方のガラス容器に収
納した非水系溶剤は水の層によってその液面を被覆された状態となった。
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【０００９】
そして、非水系溶剤のみを収納したガラス容器と、非水系溶剤及び水を収納したガラス容
器とを室温下で静置し、各々の蒸発量を経時的に測定した。この実験結果を下記表１に示
すとともに、表１の数値をグラフ化したものを図８に示す。
【００１０】
【表１】

【００１１】
　この実験結果から、非水系溶剤のみの場合は時間の経過とともに蒸発量が著しく増加し
ているのに対し、非水系溶剤に水を添加したものについては、120時間が経過しても蒸発
量はわずか1.4wt％であり、蒸発量の著しい増加は見られないことが明らかとなった。こ
の結果より、非水系溶剤の液面を水にて被覆することによって非水系溶剤の無駄な蒸発を
防ぐことが出来ることが実証された。
【００１２】
また、被洗浄物を非水系溶剤の液内に移動させて浸漬するとともに、この浸漬完了に伴っ
て被洗浄物を非水系溶剤内から液面よりも上方に移動させる液洗浄時には、洗浄槽内の水
をオーバーフローさせて、上記の如く非水系溶剤と水とを収納した洗浄槽内の水を貯留槽
に移送することにより、洗浄槽内の非水系溶剤の液面を露出させて水分が被洗浄物に付着
することがないものである。即ち、非水系溶剤と水とは二層に分離するため水を貯留槽に
移送することにより、非水系溶剤のみが洗浄槽内に残留するものとなり、非水系溶剤の液
面を露出させることができる。そのため、被洗浄物を洗浄槽内で洗浄する際に、被洗浄物
に水が付着するおそれがなく、水分によるシミなどの問題が生じにくいものとなる。
【００１３】
　また、洗浄槽は、内部に水及び非水系溶剤を収納した状態で、貯留槽に収納した非水系
溶剤を移送手段にて洗浄槽に移送することにより、洗浄槽内の水をオーバーフローにより
貯留槽内に移送可能としたものであっても良い。このように貯留槽に収納した非水系溶剤
を洗浄槽に移送することにより、洗浄槽内の非水系溶剤の嵩が増して非水系溶剤の上部に
位置する水の層が押し上げられるため、この洗浄槽内の水をオーバーフローにより貯留槽
内に移送することが可能となる。
【００１４】
　また、貯留槽は、内部に水及び非水系溶剤を収納した状態で、洗浄槽に収納した非水系
溶剤を移送手段にて貯留槽に移送することにより、貯留槽内の水をオーバーフローにより
洗浄槽内に移送可能とするものであっても良い。このように洗浄槽に収納した非水系溶剤
を貯留槽に移送することにより、貯留槽内の非水系溶剤の嵩が増して非水系溶剤の層の上
部に位置する水の層が押し上げられるため、この貯留槽内の水をオーバーフローにより洗
浄槽内に移送することが可能となる。
【００１５】
　また、水は、純水であっても良い。このように純水を使用することにより、ミネラル分
等の不純物の混入を防止することが可能となる。
【００１６】
　また、水は、冷却手段によって非水系溶剤の沸点以下に冷却するものであっても良い。
このように冷却によって水を非水系溶剤の沸点以下に保持することにより、非水系溶剤が
沸点以上になっても水の層により非水系溶剤の蒸発を抑制することができる。
【発明の効果】
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【００１７】
　本発明は上述の如く構成したものであるから、水よりも比重の大きい非水系溶剤と水と
を貯留槽や洗浄槽に収納した場合には、非水系溶剤と水とが分離して非水系溶剤の層が下
側に位置し、水の層がこの非水系溶剤の層の上側に位置するものとなる。そのため、水の
層によって非水系溶剤の液面が被覆されることから、非水系溶剤の無駄な蒸発を防ぐこと
が可能となり、コストを低減することができる。
【００１８】
　また上記の如く、水と非水系溶剤とがそれぞれ上層と下層との二層に分離することから
、上層の水をオーバーフローにて貯留槽に移送することにより非水系溶剤のみが洗浄槽内
に残留するものとなり、非水系溶剤の液面を露出させることが可能となる。そのため、上
記の如く非水系溶剤のみを洗浄槽内に残留させて非水系溶剤の液面を露出させて、被洗浄
物を非水系溶剤の液内に移動させて浸漬するとともに、この浸漬完了に伴って被洗浄物を
非水系溶剤内から液面よりも上方に移動させる液洗浄を行った際に、水分が被洗浄物に付
着することがない。従って、特別な装置を必要とすることなく簡易な方法によって、被洗
浄物への水分の付着によるシミの発生等を防ぐことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例１において洗浄槽に水を被覆した状態を示す断面図。
【図２】実施例１において蒸気洗浄を行っている状態を示す断面図。
【図３】実施例１において浸漬洗浄を行っている状態を示す断面図。
【図４】本発明の実施例２において洗浄槽に水を被覆した状態を示す断面図。
【図５】実施例２において浸漬洗浄を行っている状態を示す断面図。
【図６】実施例２において蒸気洗浄を行っている状態を示す断面図。
【図７】実施例２において被洗浄物の自然乾燥を行っている状態を示す断面図。
【図８】非水系溶剤と水の蒸発実験結果を示すグラフ。
【実施例１】
【００２０】
　本発明の実施例１を図１～３に於いて説明すると、（１）は作業槽であって、底部(2)
に仕切板(3)を立設し、この仕切板(3)によって作業槽(1)の底部(2)側の空間を二分して一
方を洗浄槽(4)、他方を貯留槽(5)としている。また、洗浄槽(4)と貯留槽(5)とには、図１
に示す如く底部(2)側に連通配管(6)を設け、この連通配管(6)により両者を連通可能とし
ている。また連通配管(6)内の液体の流通及び停止は、この連通配管(6)にそれぞれ設けた
第１～４開閉弁(7)(8)(10)(11)及びポンプ(12)を通じて行われる。このように、本実施例
及び以下の実施例では、この連通配管(6)、第１～４開閉弁(7)(8)(10)(11)、及びポンプ(
12)を本発明の移送手段(13)としている。また、使用開始前は、第１～４開閉弁(7)(8)(10
)(11)の全てを閉止状態としている。
【００２１】
　また、上記の如く形成した洗浄槽(4)の内部には、洗浄槽(4)内の液体を加熱するための
加熱手段(27)であるヒーター(14)と加熱温度を制御するための温度センサー(15)を設ける
とともに、洗浄槽(4)及び貯留槽(5)内にはそれぞれ冷却コイル(16)(17)を設けている。ま
た作業槽(1)の開口部(20)内周にも冷却コイル(21)を配置し、この冷却コイル(21)により
作業槽(1)内の洗浄蒸気(22)の凝縮等を可能としている。また、貯留槽(5)内にも温度セン
サー(28)を設けている。
【００２２】
　また、上記洗浄槽(4)及び貯留槽(5)には、非水系溶剤(23)及び水(24)を収納している。
ここで、本発明で使用する非水系溶剤(23)は水(24)よりも比重の大きいものであって、例
えばフロン代替溶剤としてすでに公知であるＨＦＥ(ハイドロフルオロエーテル)やＨＦＣ
(ハイドロフルオロカーボン)等が挙げられる。また、本実施例及び以下の実施例で使用す
る水(24)は純水であるとともに、本発明の冷却手段(25)である洗浄槽(4)及び貯留槽(5)内
の冷却コイル(16)(17)により、非水系溶剤(23)の沸点以下に冷却している。
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【００２３】
　上記の如く構成したものにおいて被洗浄物(26)の蒸気洗浄を行う方法について以下に説
明する。まず、蒸気洗浄の開始前には、洗浄槽(4)と貯留槽(5)とにそれぞれ非水系溶剤(2
3)及び水(24)が収納されている。これにより、洗浄槽(4)内及び貯留槽(5)内は、図１に示
す如く下層を非水系溶剤(23)、上層を水(24)とする二層に分離するものとなる。そのため
、洗浄槽(4)内及び貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)の液面(18)が水(24)の層によって完全に
被覆されるものとなることから、この水(24)の層によって非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を
防ぐことが可能となり、コストを抑制することができる。
【００２４】
　そして、適宜の移動機構(図示せず。)により、図１に示す如く被洗浄物(26)を作業槽(1
)内の洗浄槽(4)に臨ませて配置する。そして、蒸気洗浄中に被洗浄物(26)に水(24)が付着
する事態を防ぐため、蒸気洗浄を開始する前に洗浄槽(4)内の水(24)の除去作業を行う。
即ち、図１に示す第１、２開閉弁(7)(8)を開弁してポンプ(12)を作動させる。これにより
、貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)が第１開閉弁(7)、ポンプ(12)、及び第２開閉弁(8)を通
過して洗浄槽(4)内に移送される。そして、貯留槽(5)内の液体の嵩が減るとともに洗浄槽
(4)内の液体の嵩が増し、この洗浄槽(4)内の水(24)が仕切板(3)を超えて貯留槽(5)内にオ
ーバーフローするものとなる。
【００２５】
　上記の方法によって洗浄槽(4)内に収納していた水(24)が全て貯留槽(5)内に流入した時
点で、ポンプ(12)を停止するとともに第１、２開閉弁(7)(8)を閉弁する。これにより、図
２に示す如く洗浄槽(4)内には非水系溶剤(23)のみが残っているため、この非水系溶剤(23
)の液面(18)が露出した状態となる。そして、洗浄槽(4)内に設けたヒーター(14)により非
水系溶剤(23)を加熱し、図２に示す如く作業槽(1)内に洗浄蒸気(22)を発生させて被洗浄
物(26)の蒸気洗浄を行う。
【００２６】
　このように洗浄槽(4)内の水(24)を完全に除去し、非水系溶剤(23)の液面(18)を露出さ
せた状態で蒸気洗浄を行うことにより、水分が被洗浄物(26)に付着する事態が生じにくい
ものとなる。従って、特別な装置を別途必要とすることなく、簡易な方法で被洗浄物(26)
への水分の付着によるシミの発生等を防ぐことが可能となる。
【００２７】
　次に、蒸気洗浄が終了すると、非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を防ぐために再び洗浄槽(4
)内の非水系溶剤(23)の液面(18)を水(24)にて被覆する。即ち、第３、４開閉弁(10)(11)
を開弁するとともにポンプ(12)を作動させることにより、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)
が第３開閉弁(10)、ポンプ(12)、及び第４開閉弁(11)を通過して貯留槽(5)内に移送され
る。これにより、洗浄槽(4)内の液体の嵩が減るとともに、貯留槽(5)内の液体の嵩が増す
ため、貯留槽(5)内の水(24)が仕切板(3)を超えて洗浄槽(4)内にオーバーフローするもの
となる。そして、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の液面(18)が水(24)によって完全に被覆
された時点でポンプ(12)を停止するとともに第３、４開閉弁(10)(11)を閉弁する。これに
より、図１に示す如く洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の液面(18)が水(24)によって被覆さ
れ、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を防ぐことができる。
【００２８】
　次に、本実施例の洗浄装置にて被洗浄物(26)の浸漬洗浄を行う方法について以下に説明
する。まず、図１に示す如く洗浄槽(4)及び貯留槽(5)内にそれぞれ水(24)及び非水系溶剤
(23)を収納した状態から、蒸気洗浄時と同様に第１、２開閉弁(7)(8)を開弁するとともに
ポンプ(12)を作動させて、貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)を第１開閉弁(7)、ポンプ(12)、
及び第２開閉弁(8)通過して洗浄槽(4)内に移送する。これにより、洗浄槽(4)内の水(24)
が仕切板(3)を超えて貯留槽(5)内にオーバーフローして洗浄槽(4)内の水(24)を全て貯留
槽(5)内に移送する。
【００２９】
　その後、ポンプ(12)を停止するとともに第１、２開閉弁(7)(8)を閉弁することにより、
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図３に示す如く洗浄槽(4)内に非水系溶剤(23)のみが残留し、この非水系溶剤(23)の液面(
18)が露出した状態となる。そして、適宜の移動機構(図示せず。)によって図３に示す如
く被洗浄物(26)を洗浄槽(4)の非水系溶剤(23)中に浸漬する。このように、簡易な方法に
よって洗浄槽(4)内の全ての水(24)を除去して非水系溶剤(23)の液面(18)を露出させた状
態で浸漬洗浄を行うことにより、被洗浄物(26)への水分の付着によるシミの発生などを防
ぐことが可能となる。
【００３０】
　そして、浸漬洗浄が終了すると、上記移動機構によって被洗浄物(26)を非水系溶剤(23)
中から洗浄槽(4)の上方に引き上げる。その後第３、４開閉弁(10)(11)を開弁するととも
にポンプ(12)を作動させることにより、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)が第３開閉弁(10)
、ポンプ(12)、及び第４開閉弁(11)を通過して貯留槽(5)内に移送される。これにより、
貯留槽(5)内の水(24)が仕切板(3)を超えて洗浄槽(4)内に流れこみ、図１に示す如く洗浄
槽(4)内の非水系溶剤(23)の液面(18)が水(24)によって再び被覆されることから、浸漬洗
浄終了後における洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を防ぐことができる。そし
て洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の液面(18)が水(24)によって完全に被覆された後、ポン
プ(12)を停止するとともに第３、４開閉弁(10)(11)を閉弁する。
【００３１】
　尚、本実施例では上記の如く、作業槽(1)内を仕切板(3)によって洗浄槽(4)と貯留槽(5)
とに二分割しているが、他の異なる実施例ではこれに限らず、作業槽(1)内を複数枚の仕
切板(3)を配置することによって三分割以上とすることも可能である。
【実施例２】
【００３２】
　上記実施例１では蒸気洗浄の際に、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)を蒸発させることに
よって洗浄蒸気(22)を発生させたが、本実施例２では作業槽(1)とは別個に設けた蒸気発
生槽(31)にて洗浄蒸気(22)を発生させて、この洗浄蒸気(22)を蒸気洗浄に用いている。本
実施例２について図４～７にて説明すると、（１）は作業槽であって、底部(2)に仕切板(
3)を立設し、この仕切板(3)によって作業槽(1)の底部(2)側の空間を二分して一方を洗浄
槽(4)、他方を貯留槽(5)としている。また、洗浄槽(4)と貯留槽(5)との間には、図４に示
す如く底部(2)側に連通配管(6)を設け、この連通配管(6)により両者を連通可能としてい
る。また連通配管(6)内の液体の流通は、この連通配管(6)にそれぞれ設けた第１～４開閉
弁(7)(8)(10)(11)及びポンプ(12)を介して行われる。尚、洗浄開始前の第１～４開閉弁(7
)(8)(10)(11)は閉止状態としている。
【００３３】
　また、上記の如く形成した洗浄槽(4)及び貯留槽(5)の内周には、それぞれ冷却コイル(1
6)(17)を配置している。また作業槽(1)の開口部(20)内周にも冷却コイル(21)を巻き回し
、洗浄蒸気(22)の凝縮等を可能としている。また図４に示す如く、洗浄槽(4)及び貯留槽(
5)には、非水系溶剤(23)及び水(24)を収納している。ここで、本実施例で使用する非水系
溶剤(23)は水(24)よりも比重の大きいものであって、例えばフロン代替溶剤としてすでに
知られているＨＦＥ(ハイドロフルオロエーテル)やＨＦＣ(ハイドロフルオロカーボン)等
が挙げられる。また、本実施例及び以下の実施例で使用する水(24)は純水である。また、
貯留槽(5)内には温度センサー(28)を設けている。
【００３４】
　また本実施例では上記の如き構成の作業槽(1)とは別個に蒸気発生槽(31)を配置してい
る。この蒸気発生槽(31)には蓋体(32)を設けており、内部を密閉可能なものとしている。
また、この蒸気発生槽(31)の内部には本実施例の加熱手段(37)であるヒーター(33)と温度
センサー(34)とが設けられているとともに、非水系溶剤(23)が収納されている。
【００３５】
　上記の如く構成したものにおいて、被洗浄物(26)の洗浄方法について以下に説明する。
まず、浸漬洗浄について説明すると、洗浄槽(4)内及び貯留槽(5)内には、図４に示す如く
非水系溶剤(23)及び水(24)をそれぞれ収納している。そのため、洗浄槽(4)内及び貯留槽(
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5)内は、図４に示す如くいずれも下層を非水系溶剤(23)、上層を水(24)とする二層に分離
することから、洗浄槽(4)内及び貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)の液面(18)は水(24)の層に
よって完全に被覆されるものとなる。従って、このように非水系溶剤(23)の液面(18)を被
覆する水(24)の槽によって、洗浄槽(4)及び貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を
防ぐことが可能となり、コストを抑制することができる。
【００３６】
　そして、浸漬洗浄を開始する際には、まず被洗浄物(26)への水(24)の付着を防ぐため、
洗浄槽(4)内の水(24)の除去作業を行う。即ち、図４に示す第１、２開閉弁(7)(8)を開弁
してポンプ(12)を作動させる。これにより、貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)が第１開閉弁(
7)、ポンプ(12)、及び第２開閉弁 (8)を通過して洗浄槽(4)内に移送される。これにより
、貯留槽(5)内の液体の嵩が減るとともに洗浄槽(4)内の液体の嵩が増し、洗浄槽(4)内の
水(24)が仕切板(3)を超えて貯留槽(5)内にオーバーフローするものとなる。
【００３７】
　そして、洗浄槽(4)内の水(24)が全て貯留槽(5)内に流入した時点で、ポンプ(12)を停止
するとともに第１、２開閉弁(7)(8)を閉弁する。これにより、図５に示す如く洗浄槽(4)
内には非水系溶剤(23)のみが残留するため、この非水系溶剤(23)の液面(18)が露出した状
態となる。このように洗浄槽(4)内の水(24)を完全に除去し、非水系溶剤(23)の液面(18)
を露出させた状態で被洗浄物(26)の浸漬洗浄を行うことにより、被洗浄物(26)に水(24)が
付着する事態が生じにくいものとなる。従って、特別な装置を別途必要とすることなく、
簡易な方法で被洗浄物(26)への水分の付着によるシミの発生などを防ぐことができる。
【００３８】
　そして上記の如く非水系溶剤(23)の液面(18)を露出させた状態で、被洗浄物(26)を適宜
の移動機構(図示せず。)によって図５に示す如く洗浄槽(4)の非水系溶剤(23)内に浸漬し
て浸漬洗浄を行う。この浸漬洗浄時には、洗浄槽(4)内の冷却コイル(16)によって被洗浄
物(26)が冷却された状態で行われる。そして浸漬洗浄が完了した後、上記移動機構によっ
て被洗浄物(26)を再び非水系溶剤(23)の液面(18)よりも上方に移動させる。
【００３９】
　そして浸漬洗浄が終了した時点で洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の無駄な蒸発を防ぐた
め、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の液面(18)を水(24)にて被覆する。即ち、第１、２開
閉弁(7)(8)を閉弁した状態で、第３、４開閉弁 (10)(11)を開弁し、ポンプ(12)を作動さ
せる。これにより、洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)が第３開閉弁 (10)、ポンプ(12)、及び
第４開閉弁 (11)を通過して貯留槽(5)内に移送されるとともに、洗浄槽(4)内の液体の嵩
が減る。
【００４０】
　その一方、貯留槽(5)内の非水系溶剤(23)の嵩が増すため貯留槽(5)内の水(24)が仕切板
(3)を通じて洗浄槽(4)内にオーバーフローし、水(24)によって洗浄槽(4)内の非水系溶剤(
23)の液面(18)が被覆される。そして、図４に示す如く洗浄槽(4)内の非水系溶剤(23)の液
面(18)が完全に水(24)に被覆された時点で、第３、４開閉弁 (10)(11)を閉弁するととも
にポンプ(12)を停止する。
【００４１】
　次に、上記浸漬洗浄が完了した後に被洗浄物(26)の蒸気洗浄を行う。まず、作業槽(1)
とは別個に形成した蒸気発生槽(31)には蓋体(32)を配置するとともに、この蒸気発生槽(3
1)と作業槽(1)との連通を可能とする連通配管(35)に設けた第５開閉弁(36)を閉弁し、蒸
気発生槽(31)内を密閉状態にしておく。そしてこの蒸気発生槽(31)内のヒーター(33)によ
って非水系溶剤(23)を加熱し、蒸気発生槽(31)内に非水系溶剤(23)の洗浄蒸気(22)を予め
発生させておく。
【００４２】
　その後、蒸気洗浄を行う際に第５開閉弁(36)を開弁することにより、密閉されていた蒸
気発生槽(31)内が洗浄蒸気(22)の発生によって高圧となっていることから、この洗浄蒸気
(22)が第５開閉弁(36)を通過して作業槽(1)内に流入するものとなる。そして、このよう
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に作業槽(1)内に送られた洗浄蒸気(22)によって、図６に示す如くこの作業槽(1)内に配置
した被洗浄物(26)の蒸気洗浄が行われる。ここで、浸漬洗浄時には、洗浄槽(4)内の冷却
コイル(16)にて冷却された非水系溶剤(23)内に被洗浄物(26)を浸漬していたことから、こ
の被洗浄物(26)は十分に冷やされた状態で蒸気洗浄の工程に移行する。
【００４３】
　そのため、蒸気洗浄時には、非水系溶剤(23)の洗浄蒸気(22)が冷やされた被洗浄物(26)
の表面に付着することから、この洗浄蒸気(22)の凝縮比が高くなって洗浄効率を向上させ
ることができる。そして、蒸気洗浄終了時には、第５開閉弁(36)を閉弁して蒸気発生槽(3
1)からの非水系溶剤(23)の流入を停止し、移動機構によって被洗浄物(26)を図７に示す如
く作業槽(1)の開口部(20)付近に配置して被洗浄物(26)の自然乾燥を行う。
【符号の説明】
【００４４】
　4  洗浄槽
　5  貯留槽
 13  移送手段
 18  液面
 22  洗浄蒸気
 23  非水系溶剤
 24  水
 25  冷却手段
 27  加熱手段
 31  蒸気発生槽
 37  加熱手段
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